

























































































































































































































































































































































































































































































スキル能力をいかせる 20 37 48 2016.0 29.6 38.4 16.0
自己啓発・研磨する 17 48 39 1414.4 40.7 33.1 11.9
生きがいをみつける 19 28 56 2415.0 22.0 44.1 18.9
仲間をみつける 17 36 52 2912.7 26.9 38.8 21.6
情報や知識を得るため 14 38 53 2310.9 29.7 41.4 18.0
これからの生活を考えるため 18 43 44 2314.1 33.6 34.4 18.0
地域に貢献したいため 10 25 65 267.9 19.8 51.6 20.6
社会をよくするため 10 25 66 228.1 20.3 53.7 17.9
社会とコミュニケーション 10 24 69 257.8 18.8 53.9 19.5
収入を得るため 65 42 12 552.4 33.9 9.7 4  16.0 14.4 15.0 12.7 10.9 14.1 7.9 8.1 7.8 52.429.6 40.7 22.0 26.9 29.7 33.6 19.8 20.3 18.8 33.938.4 33.1 44.1 38.8 41.4 34.4 51.6 53.7 53.9 9.716.0 11.9 18.9 21.6 18.0 18.0 20.6 17.9 19.5 4

































































平均 中央値 最頻値 標準偏差 度数
参加したいと思う 2.25 2.00 3 .799 134
スキル能力を活かせる 2.54 3.00 3 .946 125
自己啓発・研磨する 2.42 2.00 2 .881 118
生きがいをみつける 2.67 3.00 3 .952 127
仲間をみつける 2.69 3.00 3 .952 134
情報や知識を得るため 2.66 3.00 3 .899 128
これから生活を考えるため 2.56 3.00 3 .945 128
地域に貢献したいため 2.85 3.00 3 .840 126
社会をよくするため 2.81 3.00 3 .823 123
社会とコミュニケーション 2.85 3.00 3 .824 128


























































モデル 非標準化係数 標準化係数 t 値 有意確率Ｂ 標準誤差 ベータ
１
(定数) 1.613 .260 6.206 .000
地域に貢献したいため .287 .092 .328 3.139 .002
a. 従属変数 参加したいと思う
表７　モデルの要約





R2 乗変化量 F 変化量 自由度 1 自由度 2 有意確率 
F 変化量


















































因子 1 2 3
1 1.000 .455 .534
2 .455 1.000 .394
3 .534 .394 1.000
表9　高齢者の意識構造
クラスタ ケース数 特徴
クラスタ 1 28 25.2％ 利己的・利他的貢献意識
2 22 19.8％ 利己的集団活動意識
3 51 45.9％ 利他的貢献関心意識







































































タイプ ① ② ③ ④
必要と思わない 2 5 6 2
7.4% 22.7% 12.0% 20.0%
実費分は必要と思う 13 13 35 7
48.1% 59.1% 70.0% 70.0%
必要と思う 12 4 9 1
44.4% 18.2% 18.0% 10.0%



























































調査項目 参加したいと 合計思う 思わない
必要と思わない 8 6 1415.6% 10.2% 12.7%
実費分は必要と思う 33 38 7164.7% 64.4% 64.5%
必要と思う 10 15 2519.6% 25.4% 22.7%

































































































度数 参加したいと 合計思う 思わない
月当たり
収入


























































































































その他 1 5 1 0 0 10 17
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